
 1

意 見 書 

武庫川流域委員会 委員長 松本 誠 様 

２００６年７月１８日 

吉田 博昭 

 

梅雨時期に入り、武庫川流域上流部の降水量が非常に気にかかるようになってきた。武庫川上流の後

川で 7月 16日に時間雨量 36ミリ、翌 17日にも 25ミリの豪雨の記録があった。17日三田へ行く用が
あり帰りに武庫川の様子を見に行った。途中車のワイパーも早くしなければならないほど激しい雨にみ

まわれ、武庫川の水位いかばかりかと心配したが、三田から甲武橋間の水位は想像したより遥かに低く

高水敷きに達するほどにはなっていなかった。 
リバーサイト住宅は立ち退きが進んでいるのか、更地や取り壊し中の住宅が目立ち住宅街がなくなろ

うとしていた。リバーサイト住宅の上のほうを走っていた福知山線廃線の名塩川鉄橋の下を覗いたら渦

巻く濁流が轟々と流れていた。名塩川上流部の開発が進み降った雨はいきなり名塩川に流れ込み、短時

間の豪雨でも住宅街を襲うのではないかと思えた。 
名塩川が武庫川に合流する辺りに幾重にも積み上げられた土嚢や 23 号台風で流され２ｍ高いところ
に付け替えられた水道橋を見ていたら、長雨で武庫川の水位がパラペットまで上昇し、運悪く名塩川源

流域が豪雨に見舞われたら住宅街はひとたまりもないだろと思えた。何でこんな危険なところに住居を

構えたのか不思議におもう。 
危険な領域に生活の場を設けないなど、土地の特性にあった利用方法を誘導する事の重要性を教えた

のがリバーサイト住宅浸水で得た教訓だと思います。今回の移転が『川の領域を川に戻す一環であれば

嬉しい』。わざわざダムを作らなくても、狭隘になったリバーサイトが自然の穴あきダムとして機能し

下流の氾濫を防いでくれたと確信しています。 
朝日新聞に『あふれる川を前提に』の表題で、刈谷田川では上流に洪水調節のダムができ、堤防も完

成していた。100年に 1度の洪水に耐えられるはずだった。五十嵐川でも２基のダムが築かれ、洪水対
策が進みつつあったが、雨の量が想定を超えた。戦後、日本の治水は「河道に水を封じ込め流域を平等

に守る」という方針で貫かれてきた。上流にダムを造り、堤防を連ねて、一滴たりとも川の外に水を出

さない。そんな考え方だ。水害の後、新潟県はそうした方法を改めた、刈谷田川では、上流の堤防の一

部を低くし、水田約 100㌶を遊水地にする計画を進めている。大量の雨が降った時には、あえて水をあ
ふれさせ、人の住んでいないところに誘導しようというのだ。 
五十嵐川では、水につかりそうな４００戸の移転が始まった。こちらは早々と逃げる道を選んだ。 
ドイツもそんな封じ込め策に見切りをつけた。温暖化が原因とみられる.大洪水が頻発するからだ。０
２年夏、５００年に 1度と言われる洪水が襲い、1兆円を超える被害が出た。 
これを受けて、昨春、川はあふれるという前提に立つ洪水予防法を施行した。1００年に 1 度の洪水
が起きると予想される地域を指定し、建物の新築を厳しく制限するというのが主な内容だ。国土交通省

にも動きがある。豪雨対策を考えていた審議会が昨春、流域を平等に守る考えを改める提言を出しだ。

途切れなく堤防をつくるのではなく、住宅や農地など洪水から守るべき対象を絞り込もうというのだ、

と、社説に載っていた。リバーサイト住宅は『危険な所に大切な施設を作らない』と言う教訓を残し、

朝日新聞社説は『ダムを築き河道に水を封じ込める』方式から脱却を訴えています。リバーサイト移転

も社説も伝統的な治水である。ダムに頼らない自然の理に適った伝統的な治水に戻る事を期待したい。 
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